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はじめに

2015年の日本経済は、円安を背景とした企業収益の拡大、良好な雇用情勢から実質賃金上昇

など好材料はあるものの、個人消費や設備投資を押し上げる力は弱く回復が待たれております。

一方、世界経済は、IMFの世界経済見通し（2015年10月）によると、2015年の実質経済成長率は、

2015年3.1％となっております。2016年は中国経済の減速による生産鈍化や投資抑制などが懸

念されているものの、3.6％の成長が見込まれております。

今回の『電子情報産業の世界生産見通し』（赤本）では、世界生産額は、為替変動の上ぶれもあ

り2015年は318.1兆円、対前年13％増、2016年は327.3兆円、同3%増と見通しております。

CPS/IoT社会に向けたスマートフォン等のインターネットに繋がる機器の拡大や、自動車のIT化

を取り込む電子部品・デバイス、各産業に拡がるITソリューション・サービスの伸長を期待し、

堅調な成長を見込んでおります。中でも電子工業の国内生産額は、2014年の4年ぶりとなるプ

ラス成長に引き続き、2015年12.6兆円、同7％増、2016年12.9兆円、同3％増と3年連続のプ

ラス成長を見通しており、大変明るい兆しと言えます。

そうした中、JEITAでは、実世界（フィジカル空間）と仮想世界（サイバー空間）の情報連携によ

り新たな付加価値を生みだす新しいコンセプトであるCPS/IoTの社会実装を積極的に推進して

いるところです。IT・エレクトロニクス産業がプラットフォームとなり、自動車、ヘルスケア、

エネルギー、社会インフラなど成長が見込まれる分野と連携することで、わが国が直面する社

会的課題の解決と新たなビジネスの創出を目指しています。

今回で6回目となる『注目分野に関する動向調査』では、CPS/IoT社会の到来を見据えて、来る

べき社会で鍵となる製品分野に注目し「ウェアラブル端末」「ワイヤレスモジュール」「センサ」に

ついて、それぞれ世界市場動向を調査いたしました。

今後も内外のご意見を広く受け止め、改善と拡充を重ねることにより、産業界にとどまらず、

広く一般の皆様に活用していただけるよう、毎年ご報告していきたいと思います。この『電子情

報産業の世界生産見通し』（赤本）が、少しでも内外の皆様のお役に立てば幸いです。

 2015年12月

一般社団法人 電子情報技術産業協会

会長 水嶋 繁光
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電子情報産業の世界生産見通し

電子情報産業における2015年の世界生産額は、スマートフォンや薄型テレビ等の拡大や
為替変動による上ぶれもあり318兆870億円（対前年13%増）と見込んだ。今後は、CPS/IoT
社会に向けた、スマートフォン等のインターネットに繋がる機器の拡大や、自動車のIT化
を取り込む電子部品・デバイス、新しい価値の創造に向けたITソリューション・サービス
の伸長も見込め、2016年には327兆2,898億円（同3％増）と5年連続のプラス成長を見通
した。

2015年の世界経済は、先進諸国を中心に緩やかな
成長持続傾向にある。特に米国経済は、雇用改善、消費・
住宅投資の改善が顕著で設備投資も回復している。し
かし、新興諸国では中国の景気減速の動きや資源価格
の下落を受け成長は鈍化の傾向にある。そのような中
で、高速無線通信網の拡がりと共にマルチバンド化や
省エネ化の進むスマートフォンや、大画面化・高付加
価値化が進む薄型テレビが堅調に拡大し、さらに、為
替変動による上ぶれもあり、2015年の電子情報産業
（電子工業とITソリューション・サービスの合計）の世界生産
額は、318兆870億円（対前年13%増）、うち電子工業（電
子機器と電子部品・デバイスを合わせたハードウェア）の世界
生産額は234兆5,827億円（同14％増）と4年連続のプラ
ス成長を見込んだ。

2016年の世界経済は、新興諸国の成長率の鈍化な
ど懸念材料が一部にはあるものの、欧米経済は原油安
のメリットから成長持続、インドや東南アジア等での
消費拡大やインフラ整備、日本でも消費拡大と企業増
益による設備投資増加による成長が見込める。電子情
報産業では、CPS/IoT社会に向けた、スマートフォン
等のインターネットに繋がる機器の拡大を見込む。ま
た自動車のIT化の進展は電子部品や半導体の搭載数増
加に繋がる。さらに、CPS/IoT社会の到来を見据え、
様々な分野での新しい価値を創造するための取組みが
進展しITソリューション・サービスの需要が拡大する
ことから、2016年の電子情報産業の世界生産額は対
前年3％増と5年連続のプラス成長を見通した。
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■電子情報産業の世界生産額推移

（単位：金額＝億円，対前年伸び率＝％）
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日系企業の世界生産見通し

電子情報産業における2015年の日系企業生産額（海外生産分を含む）は、薄型テレビや電子
部品・デバイスの好調や為替変動による上ぶれもあり、42兆7,968億円（対前年7％増）と3
年連続のプラス成長を見込んだ。2016年は、世界市場での高信頼性･高級志向の高まりや
省エネ・小型化の進展に日系企業の優位性があること、日本市場でも攻めのIT投資増加が
期待できることから43兆4,816億円（同2％増）とプラス成長を見通した。

日系企業の経営環境はアベノミクスによりプラス傾
向となっている。薄型テレビでは海外での大画面や高
機能・高性能・高価格帯の需要が根強く底堅い。また
信頼性や省エネ化など日系メーカの得意技術を盛り込
んだスマートフォン等の製品へのニーズも強く電子部
品やディスプレイデバイス、半導体は好調に推移した。
一方で日系企業が得意としていた単体製品の市場へス
マートフォンの浸食が見られるものの、為替変動の上
ぶれもあり、2015年の世界生産に占める日系企業の
生産額（海外生産分を含む）は電子情報産業で42兆7,968
億円（対前年7％増）、うち電子工業で36兆8,258億円（同
8％増）と見込んだ。

2016年に向けては、世界経済の緩やかな伸びが期
待されている。電子部品・デバイス分野では、自動車
のIT化の進展やIoT機器の拡大により日系企業が得意
とする高機能・高信頼性ニーズが一層高まる。またIT
ソリューション・サービス分野では、日本市場での攻
めのIT経営に向けた動きやセキュリティ対策に向けた
動きが加速することで新たなIT投資の伸展が見込め、
さらに2020年の東京オリンピック・パラリンピック
に向けて各産業や社会インフラ分野を中心としたIT投
資が活発化することから、電子情報産業全体としては、
プラス成長を見通した。
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■日系企業の生産額推移

（単位：金額＝億円，対前年伸び率＝％）
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電子工業の国内生産見通し

電子工業における2015年の国内生産額は、12兆5,802億円（対前年7％増）と4年ぶりプラ
ス成長となった2014年に続き、2年連続のプラス成長を見込んだ。今後も電子部品・デ
バイスの輸出拡大や国内需要の改善が期待できることから、2016年には12兆9,426億円
（同3%増）と3年連続のプラス成長を見通した。

国内経済は、実質賃金上昇で個人消費・住宅投資は
回復、企業増益を背景に設備投資も底堅く推移しつつ
ある。電子工業では、輸出の柱となっているディスプ
レイデバイスや半導体・電子部品などが国内生産増加
の牽引役となっている。その要因としてスマートフォ
ンの大画面化やマルチバンド化による搭載数増加があ
げられる。また、電気計測器やプリンタ等の国内生産
も回復しつつあり、電子工業における2015年の国内
生産額は対前年7％増と、東日本大震災の影響で落ち
込んだ2011年以降、実に4年ぶりプラスとなった前
年に続き、2年連続のプラス成長を見込んだ。

2016年は、国内で生産する小型・薄型・省エネに

貢献する高信頼性電子部品や半導体が、スマートフォ
ンの高機能化や、電装化率の向上による車載向け需要
が増加することで、搭載数のさらなる増加が期待でき
る。また企業増益からIT投資も拡大、サーバやパソコ
ンの需要増加も見込めることから2016年はプラス成
長を見通した。日系企業の国内生産比率は35％とな
り、「ディスプレイデバイス」（日系国内生産比率92%）、
「サーバ・ストレージ」（同77％）、「医用電子機器」（同
70％）、「電気計測器」（同68％）、「半導体」（同66％）など、
高度な信頼性や品質を要求される分野では、引き続き
高い国内生産水準が維持される。

AV機器
通信機器

コンピュータおよび情報端末

その他電子機器

電子部品

ディスプレイデバイス

半導体

電子工業の国内生産額

2013年
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（見込み）
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6,941125,802
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■電子工業の国内生産額推移

（単位：金額＝億円，対前年伸び率＝％）


